
  
APU（立命館アジア太平洋大学）探訪 

と 
別府湯けむり温泉企画 

APUって？ 

 立命館アジア太平洋大学（APU）は、大分県と別府市、さらに国内 外の広範な人々の協力を得て、2000年
4月に開学しました。現在では、約80ヶ国・地域から約5,700名の学生が学ぶ大学です。学生の約半数の
2,600名が国際学生、教員の約半数も外国籍というAPUの多文化・多言語環境は、そこで学ぶ学生の成長

意欲の強さと相まって、日本国内はもちろんのこと、世界的に見ても極めてユニークな学びの環境であると言
えます。  

 そうした大学のライブラリーも学習スタイルに合わせて7つのエリアに分かれています。 海をイメージしたデ
ザインの1階は、「アクティブ・フロア」として学生が活発に学習できる環境を提供しています。また、森をイメー
ジしたデザインの2階 は、「サイレント・フロア」として個人が集中して学習できる環境を提供しています。  

2013年2月16日(土)～17日(日)にかけて 

大分県別府市にあるAPUを探訪する企画を計画中。 

あわせて、国内有数の温泉を誇る別府温泉も満喫できる
かも？ 

  APUの特徴的な教育とは？ 
     ⇒ 特別講演を計画中 
 

  APUの図書館ってどんな感じ？ 
    ⇒ APUライブラリーの見学もできちゃうよ。 
 

  別府って国内有数の温泉だよね？ 
    ⇒ なんと「温泉博士」も登場するかも？ 
      あなたはいくつの温泉を制覇できるか！ 
 

  大図研って九州にも支部があるよね？   
    ⇒ 福岡支部とのコラボも調整中！ 
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